
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

変更票 No. 23-120624 

User’s 
Manual 

ADMAG TI シリーズ 
AXG, AXW 電磁流量計 

2024年 1月 

下記の取扱説明書の該当箇所について，下記に示す内容に変更してご使用ください。 
 

1. 対象取扱説明書 
 

ドキュメント No(版 No) 
製品名称/ドキュメント名称 

頁 項目 変更概要 

IM 01E22A01-01JA(11) 
ADMAG TI シリーズ  
AXG 電磁流量計  
スタートアップマニュアル 

9 
3.1  
配管設計上の注意事項 

本変更票の「(10)接続フランジ材料」を追加してください。 

67 6. 運転 本変更票の「6.4 補正値の設定」を追加してください。 

IM 01E24A01-01JA(7) 
ADMAG TI シリーズ  
AXW 電磁流量計 
[口径：25 ～ 400 mm]  
スタートアップマニュアル 

9 
3.1  
配管設計上の注意事項 

本変更票の「(10)接続フランジ材料」を追加してください。 

60 6. 運転 本変更票の「6.4 補正値の設定」を追加してください。 

 

2. 変更内容 
3.1 配管設計上の注意点 (10)接続フランジ材料 

注記 
口径 40mm から 125mm のウェハ形では，流量計を接続するフランジに炭素鋼が使用されている場合は，測定に影響が出る
ことがあります。このような場合には補正によって影響を軽減することができます。補正値の設定詳細は 6.4 項を参照ください。 
製造年月が 2024年 1月以降の製品は,銘板の図 6.4.1 の箇所に補正値が記載された機器でのみ当処置を実施してください。
補正値の記載がない機器では,当処置を実施する必要はありません。また,製造年月が 2023 年 12 月以前のほとんどの製品は,
銘板に補正値が記載されておりません。その製品に対しては当社 Web ページに補正値を掲載しております。製造年月の記載箇
所は,図 6.4.2 をご覧ください。 
URL: https://flowmeter.yokogawa.com/csn2303/cf-search 
注 1：流量計を接続するフランジが炭素鋼以外の場合、補正を適用しないでください。 
 

6.4 補正値の設定 
3.1 (10)項の補正を適用する場合は, 銘板の図 6.4.1 の箇所に CFL, CFH として記載された補正値を機器に設定します。補
正値を設定するパラメータは表 6.4.1 を参照してください。設定方法は 5.3項, 5.4項および各通信形マニュアルを参照してくださ
い。 

重要 
・ 運転前に補正値を設定してください。 

注記 
・ 補正を解除する場合は, 表 6.4.1 のパラメータにメータファクタを設定してください。メータファクタは，銘板の METER 

FACTOR の欄に記載されています。 
 

https://flowmeter.yokogawa.com/csn2303/cf-search
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図 6.4.1 補正値表示箇所 
 

          
一体形の場合                                                 分離形検出器の場合 

図 6.4.2 製造年月表示箇所 
 
表 6.4.1 補正値入力パラメータ 
設定方法 メニューパス パラメータ 補正値 

表示器 機器設定 ► 詳細設定 ► ｾﾝｻ ► 
Low MF CFL 
High MF CFH 

BRAIN C:BASIC SETUP ► 
C20: LOW MF CFL 
C21: HIGH MF CFH 

HART Device root menu ► Basic setup ► Sensor ► 
Low MF CFL 
High MF CFH 

Modbus 
(注 1) 

Device root menu ► Detailed setup ► Sensor ► 
Low MF CFL 
High MF CFH 

FOUNDATION 
Fieldbus 

(注 2) 

Device Configuration ► STB ► Device Configuration ►  
Configuration ► Sensor ► 

Low MF CFL 

High MF CFH 

PROFIBUS 
PA 

(注 2) 
Device ► Input ► Flow Transducer Block ► Flow Tube ► 

CALIBR_FACTOR CFL 

High MF CFH 

EtherNet/IP Device root menu ► Detailed setup ► Sensor ► 
Low MF CFL 
High MF CFH 

(注 1)Modbus アドレス：  

Modbus 
Parameter Rel. add Reg. add Type Size 

Low MF 320 40321 Float 2 
High MF 322 40323 Float 2 

(注 2) FOUNDATION Fieldbus, PROFIBUS PA 通信仕様機器の場合、パラメータ設定変更前にモードを”O/S”に設定してください。設定後は、変更前のモードに   
戻してください。 

補正値

製造年月

製造年月


